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注記および警告
注記：「注記」は、ソフトウェアを有効に利用するための重要な情報を示しています。

危険：「危険」は、回避しないとほぼ確実に死亡、または重篤な傷害を招く危険な状況を示しています。

警告：「警告」は、回避しないと死亡、または重傷を生じる危険性のある状況を示しています。

注意：「注意」は、回避しないと軽度または中等度の傷害、あるいは
所有物の破損を生じる危険性のある状況を示しています。

危険：回避しないとほぼ確実に死亡、または重篤な傷害を招く危険な状況を防ぐため、
以下の説明をよくお読みください：

• このUPSの中には致死的な電圧が掛かっています。すべての修理や点検は、
公認のサービススタッフのみが行わなければいけません。UPS内には
ユーザーが修理可能な部品はありません。

当資料の情報は、予告なく変更されることがあります。
© 2009無断複写・転載を禁じます。
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| はじめに

はじめに
Dell™ ラインインタラクティブ/ラック0S��1��（UPS）は、S�や�TUV、
�Tサージ、�XUV、Y2ノイズなどの�Tの\�3な]!からお�いのデリケートな�_,`
をaります。

4いもよらない*にS�が�こるbcもあり、�Tの"がd,=になるbcがあります。
こういった�T]!には、��データを56させ、efされていない/�セッションを5hし、ハ
ードウェアに6jをもたらす�-�があり、78�のklな6mや#$な��nがかかります。

Dell ラインインタラクティブ/ラックUPSでは、�T%oの9&を,-に:え、,`のp-�を
e'することができます。 UPSには*(のネットワーク,`を;うことができ
る<)�があるため、おsさまのLANやサーバー、ワークステーション、その!の�_,`をe
'する=*な+>です。

t 1は、Dell ラインインタラクティブ/ラックUPSを�しています。

� 1. Dell ラインインタラクティブ�ラックUPS

1
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UPSはuれた�-やv,�を?wし、(Vのような@�の�	がございます：

• �Xx0を�%することで、��へ,=した�Xをe-する「A.X」�X/B。

• UPSは、yTされるzC�Tをフィルター{�、/Bし、バッテリーをDEせずに,`へ,
=した�TをwFします。

• 48 cm（19h）�Gラックにぴったりの4U サイズ。

• )0�TがないときでもUPSをI0できるI0�Hの-T。

• UPSの�1を+らずにバッテリーを,-にzIすることができるため、メンテナンスがJ|
です。

• オプションの+�バッテリーモジュール（+�バッテリーモジュール）および+�
ランタイム。

• リモートエマージェンシーパワーオフ（REPO）ポートを1じたKLシャットダウン�M。

• �G1vポート2�（USBおよびRS-232シリアルポート）

• オプションとして、�Tのe'や�Mの+�ができる#N1v,-�きDell
ネットワークマネージメントカード。

• スムースなシャットダウンや�T(�を�うDell UPS �Mソフトウェアによる#N�T(�。

• ��セグメントと�ばれる�@のレセプタクルグループを1じた2�シャットダウンおよび
���M。

• カスタマーサービスに]いcわせなくても、J|にアップグレードができるファームウェア。

• �O�のn�PのQ3によるRS。
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67GH

	�：
��、��、��に
する��5には、��および,tに-する�.67が�まれています。

どんな67をお�しですか? こちらでご/いただけます

• UPSユーザーガイド

• Dell ネットワークマネージメントカード
�のユーザーガイド

• Dell UPS �Mソフトウェア

	�：���およびソフトウェアの����は、

support.dell.comでご��いただけます。

Dell UPS ディスク

• O.

• UPSの�=� 

• トラブルシューティングおよび]!の4T� 

• REPO�Mのインストール� 

Dell UPS ユーザーガイド

ユーザーガイドはDell UPS
ディスクおよびsupport.dell.comでyUすることがで
きます。

• ,-に�する5V�

• 6�に�する��

• リサイクルに�する��

,-、W�、6�に�する��

• e-��

• ��FのX�（アメリカのみ）

• エンドユーザー���7�Y

Dell ~0およびサポート67

• サポート�� Dell サポートウェブサイト — support.dell.com

	�：��する��や$���を+>し、
*+なサポートサイトをご8ください。
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���に-する�

	�： 4�5の|1を �するRに、��、��、��に
する��5に��されてい
る��に-する
%�および�.な,y67をご/いただき、これらの67に�ってください。

�.な��に-する
%�
この
%�を~�してください

この5V�には、UPSおよび�Hの�り�けおよびメンテナンスの9にZうべき��な5Vが�
まれます。 ,`の�/の�にすべての[�をお:みいただき、�\の�]のために
この5V�をe(してください。

��： ��しないと、ほぼ� に��、または��を"く��な��を	ぐため、
#$の
%をよくお�みください：

• このUPSの�には��&な'が�かっています。
すべての��や	
は(�のサービススタッフのみが�わなければいけません。
UPS�にはユーザーが012�な�3はありません。

�
：
��しなければ、��、または��をもたらす2��のある��な��を	ぐため、#$の��
をご��ください：

• ;^のあるサービススタッフ（�3の�_#�`<aなど）()は、�_の�り�けを�わ
ないでください。 b�の�=があります。

• このUPSには、UPS�%のエネルギー1（�H）が�まれています。
UPSがAC�1にcdされていない*でも�Tレセプタクルに�Xが�かるbcがあります。

• UPSの�1がyっている9はyTコードを�り)したり、eいたりしないでください。
これは、UPSやUPSにcdされている,`から,-なc�を�り>くことになります。

• fgの�=を:えるため、h��_�$6iや（NEC®）、ANSI/NFPA 70、またはj�の�_�
$6=にZい、アンペア=^で��Y?の@�Ce'を�っているY?にのみcdしてくだ
さい：

UPS�a 208V 230V

5600W 40A 32A 「ヨーロッパ」
35A 「¡アメリカ」

• fgやb�の�=をkらすためには、(�されたlNやmNにおける¢�W�のもとで、£
��noのないb�で�UPSを�り�けてください。 ¢�lNは、40°C
(104°F)をAえてはいけません。 pのBC、あるいは#mNのW�（=# 95%）
で�/は�わないでください。

2
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• UlW�でキャビネットを�qすると、キャビネット�またはキャビネットFに#Dが7じ
る�-�があります。 キャビネットは、�0および)0がp-に¤くまで、
�り�けないようにしてください（b�の�=�）。

• UPSの'0をr�とするbcは、'0の�に�0のUPSバッテリーを+りEしてください
（ 58ページ�s）。

	�： ��しなければ、��、または��をもたらす2��のある��な��を	ぐため、
#$の��をご��ください：

• バッテリーの�り;いは、バッテリーおよびr�とされる,-Fの�tに�してu�のある
スタッフが�うか、vFするr�があります。 ��のないスタッフをバッテリーに
B¥らせないようにしてください。

• バッテリーには、#Xなwx�Cによるb�およびfjの�=があります。
(Vの¦Gy�にZってください： 1）z*Hや[I、その!J§�の{を
)してください； ２）|}ハンドルがついている�¨を��してください；
３）ゴム�のUM'びブーツを~�してください； ４）バッテリーのFに�¨やJ§0
&を��しないでください； 5）バッテリー�_の�り�け、または�り)しの�に、
ª�1を+ってください。

• バッテリーがd*+にc�されていない$をご�3ください。
d*+にc�されているbc、その��から��1をEしてください。
c�されたバッテリーにcOすると、b�する�-�があります。
�り�けおよびメンテナンス�に��を�り)すと、b�の�-�をkらすことができます
（c�wFY?がない,`やリモートバッテリー�1に*�）。

• b��t 。 �HのP2やコネクタの�Qを�わないでください。
P2の�Qは、けがを7じる�=があります。

• UPS�に=«から�り�けられていたものと¬じ�や�Rのバッテリーで、�HzIを
�ってください。

• バッテリーを*+に��するr�があります。
{�の9のr�X�に�しましては、j�のX®をご�sください。

• fの�にバッテリーを�てないでください。�にBづけると、バッテリーが��する�-�
があります。

• バッテリーを�けたり56しないでください。��された�4"は、�や�にoを'ぼし、
S&に��である�-�があります。

• +�バッテリーモジュール (+�バッテリーモジュール)にcd�-なUPSは1つまでです。
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�
： ラックマウント�システムの2�
%�

• ラックのキットは、¬qのラックキャビネット�のみ3�されています。
その!のラックへの,`の�り�けが、*�されるすべての\GにZっていることを�かめ
ることは、おsさまのT�となります。 Dell では、,`とその!のラックとの�みc
わせに�して、すべてのT�やe-の��をしかねます。

• ラックに,`を��する�に、��および�にある,=��を�り�けてください。
,=��を�り�けないbc、ラックが�¯する�-�があります。

• VからFへ��みし、=«に*��いものから�んでください。

• ラックへ�TをwFするAC�1��Y?に�CをCし@ぎないようにしてください。

• ラックの0&のFに°ったり、Uんだりしないでください。

�
： スライド/レールマウント�h�は、�、またはq�oとして��しないでください。

スライド/レールマウント/,`に�VをMえないでください。
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��
この�では(Vを5Vします：

• �&の
�

• キャビネットの�q

• UPSの\�パネル

• UPSの�み�てと��　+�バッテリーモジュール（+�バッテリーモジュール）を�む

• リモートエマージェンシーパワーオフ（REPO)のインストール

• «��0

�3のGI

�W�に�&が6jしたbcには、XW�aあるいはYyb�が�かるようにq±��ボールお
よびq±�を{�せずefし、�W�の6jのR�いZ�を�ってください。
³[\に6jが�かったbcは、コンシールドダメージのR�いZ�を�ってください。

XW�の6j、あるいはコンシールドダメージのR�いZ�は、(VにZって�ってください：
1) ��の³[\15��(�にXW�aへ6oZ�を�Zしてください；
2)15�(�に、6o\´�Rのコピーを]sサービス��aまでごW�ください。

	�： �W��ボールのラベルに�^された�Hの¶ª��をご�3ください。��が�@し、
�Hを¶ª�していないbcは、UPSのご��はお�えください。]sサービス��aへお]いcわ
せください。

3
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キャビネットの�M

	�： ����でキャビネットを�Mすると、キャビネット�またはキャビネット
�に�3が�じる2��があります。 キャビネットは、��および��が �に¡¢するまで、
\り]けないようにしてください（£の���があります）。

	�： キャビネットにはかなりの�4があります（ 62ページを¥¦）。
	�して�Mし、キャビネットをmdします。

�の'0や�qの9は、�tを�ってください。��のG·がp¸するまで、0&はq±から�
り�さずにそのままにしておきます。

システムの�q� ：

1 �ボール�を�き、キャビネットと¬qの�§&を�り)します（t 2を�s）。

� 2. キャビネットの�M
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	�： キャビネットにはかなりの�4があります（ 62ページを¥¦）。
キャビネットをラックにmdするには、§�2¨©.です。

2 �¹を*ºずつでSち、�ボールのハンドル0�を�って、�ボール�からキャビネット
を�tしてSちFげ、�らで,=した_�Fに�きます（t 3を�s）。

mNや���ガスがなく、 `のおそれもない、a1しのよいe'されたb�にキャビネ
ットを�きます。

� 3. キャビネットのªち�げO

3 q±�の�は、T�をSって{�またはリサイクルするか、�\の��のためにe(します。
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UPSのNOパネル

このセクションは、Dell ラインインタラクティブ/ラック»の\�パネルを�しています。

UPS 1vベイ

yT�_¼

USBポート

IEC 320-C19
レセプタクル4�
（��セグメント1）

REPOポート

RS-232
ポート

NEMA L6-30R
レセプタクル2�
（��セグメント2）

+�バッテリ
ーモジュール
コネクタ

�Tサーキット
・ブレーカー

c�ネジ�Tサーキット
・ブレーカー

� 4. 5600W、208V NOパネル

IEC 320-C13
レセプタクル6�
（��セグメント2）

REPOポートIEC 320-C19
レセプタクル4�
（��セグメント1）

+�バッテリ
ーモジュール
コネクタ

�Tサーキット
・ブレーカー

UPS 1vベイ

USBポート
RS-232
ポート

yT�_¼ c�ネジ�Tサーキット
・ブレーカー

� 5. 5600W、230V NOパネル
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UPSROパネル

このセクションは、Dell ラインインタラクティブ/ラックUPSの��パネルを�しています。

オン/オフボタン LCDパネル

スクロールボタン（V�¾、または��）

+>ボタン

スクロールボタン
（F�¾、または\�）

� 6. Dell ラインインタラクティブ�ラックUPSROパネル
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ラックマウント���OT

	�： キャビネットにはかなりの�4があります（ 62ページを¥¦）： 1)
Dellでは、ªち�げるRに、UPSからバッテリートレイを\り�すことを«¬します。
2)　キャビネットをラックにmdするには、§�2¨©.です。

	�： バッテリーの\り�しは、バッテリーおよび©.な���の	�に5しい
スタッフが うか、5しいスタッフが6する©.があります。
®�を¯けていないスタッフをバッテリーに7°らせないようにしてください。

	�： オプションのUVバッテリーモジュールを\り]けるopは、
UPSの±²$にUVバッテリーモジュールを\り]けます。

	�： �り�けレールは、¿キャビネットにr�となります。

UPSおよびオプションの+�バッテリーモジュールをラックに�り�ける� ：

1 UPSから�bバッテリートレイを�り)します：

バッテリーÀ=ブラケットにあるcネジを¡め、�り)します（t 7を�s）。

� 7. バッテリー³tブラケットの\り�しOT
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プラスチックのつまみを�ってバッテリートレイを¢きeき、バッテリートレイを�り)
します（t 8を�s）。

� 8. バッテリートレイの\り�しOT

2 �MでUPSを�り�けるbcは、ステップ 1を£りdし�い、¿キャビネットを�り�けます。

	�： Âe»の¤や、ネジ0し¤、Ã»¤のラックは、すべて¬じUfです。
レールはÄ�のラックスタイルに*cします。 t_は、Âe»の¤�のラックを�しています。

3 レールFの*+な¤を+び、ラックFの¥¦するÅ�にキャビネットをP�します。

+�バッテリーモジュール�UPSにÆり�てられた4Uのスペースの§�にレールをP�します。

4 FRONTとラベル_�されているÇ¹およびÈ¹のレールの�が�¹に¾く�にP�します。
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5 レールをラックに�り�ける� ：

É¨のラックフランジにp-にÊまり、フックラッチが�=Å�にÀ=するまでレールの
\�0をはめgみます（t 9を�s）。

ラックの��をhえるようレールを¢っ�ります。

É¨のラックフランジにp-にÊまり、フックラッチが�=Å�にÀ=するまで、レール
の��0をはめgみます。

� 9. レールの\り]けOT
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6 キャビネットをラックにスライドして�り�けます（t 10を�s）。
キャビネットが�©あるbcは、ステップ 3から5まで£りdし�います。

� 10. キャビネットの��OT

7 マウンティングブラケットにある4つのcネジを�って、キャビネットの��をラックにÀ
=します（t 11を�s）。 Uでªく«めてください。�0�¨は��しないでください。
その!のキャビネットも¬じ� でÀ=します。

� 11. キャビネットの³tOT
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8 UPSバッテリトレイを�り�けます（t 12を�s）。

� 12. バッテリートレイの\り]けOT



22

 

| ��

9 バッテリーÀ=ブラケットを�り)しますt 13。

10 cネジをªく«めます。

	�： バッテリーをcdする9、ËVのアーク��が�こることがあります。これは%&であり、
��に6jをÌえたり、,-にかかわる¬Pはありません。

11 �bバッテリーコネクターを�り�け、2つのめJ¨の�にバッテリーÀ=ブラケットを
�り�けます。

� 13. バッテリー³tブラケットの\り�しOTおよび�8バッテリーコネクターの\り]けOT
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12 UPSフロントパネルカバーをはめgみます（t 14を�s）。

� 14. UPSのフロントカバーの\り]けOT

UVバッテリーモジュールの\り]けOT

	�： +�バッテリーモジュールをUPSにcdする9、ËVのアーク��が�こるこ
とがあります。 これは%&であり、ºに6jをÌえることはありません。
ijにしっかりと、+�バッテリーモジュールケーブルをUPSバッテリーコネクタへ®yします。

オプションの+�バッテリーモジュールの�り�け� ：

1 +�バッテリーモジュールケーブルをUPSバッテリーコネクタへÍしgみます（t 15を�s）。
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� 15. UVバッテリーモジュール\り]けOT

UPSの\り]けOT

UPSの�り�け� ：

1 Dell UPS �Mソフトウェアを��するbcは、¬qのケーブルを�って、
コンピューターをUSBポートへcdしてください。
1vオプションに�するk¯は、 54ページをご�sください。

2 お�いのラックに、c��、あるいはSc�J§0&のcc�の£%が�まれるbcは、
c�ケーブル（¬qされていません）をc�ccネジにcdします。
¿»のグラウンドボンディングネジのb�については、 15ページの「UPS\�パネル」をご
�sください。

3 エマージェンシーパワーオフ（+°）スイッチがÎ�コードによりr�となるbcは、�のセ
クションの「リモートエマージェンシーパワーオフ（REPO）の�り�け� 」を�sし、UPS
に�1をyれる�に、REPOを�り�けてください。

4 e'する��をUPS�TレセプタクルにÍしgみます。ただしe'��の�1はyれないで
ください。

5 r�に±じて、コードを¢いたり�Tの¡Ïを�ってください。

	�： @��アラームをGぐため、��の=^のcHがUPSのÐVをAえていないか�3してください。
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リモートエマージェンシーパワーオフの��OT

REPOを��して、lm�からUPSをシャットダウンすることができます。
®えば、¢�lNがFがり@ぎると、²0³�`が��やUPSをシャットダウンする�3のため
に�われます。 REPOが/0していると、UPSは�Tやすべての�TxI��を¨ちにシャッ
トダウンします。 UPSのロジック�Tは、�.をWるために�1がyったままになります。

REPO,-は、e'している,`を¨ちにシャットダウンし、パワーマネージメントソフトウェアが
[�する6�3なシャットダウンUfにはZいません。パッテリー�Tで/0する,`も¬.に、
すぐにシャットダウンされます。

REPOのスイッチがリセットされると、UPSがU0で¶�0されるまで、,`は���Tやバッテ
リー�Tに´りません。

REPOの�_は、1&、D�されたµです。

�
： REPOの�9は、IEC 60950��´µ�'（SELV）�9です。
この�9は、¶·¸:によって、��な'�9から¹;されなければいけません。

	�： REPOは、�9に²ºされたユティリティに²ºしてはいけません。
ユティリティへの¶·¸:が©.です。 REPOスイッチは、§�、t¼24 Vdcおよび20 mAで、
その½の�9に²ºされていない¾�のラッチタイプのスイッチでなければいけません。
<¿にqdするためには、REPOvÀは、§�250 ms�Áºしてqdする©.があります。

	�： UPSがqdモードの�に#$へのaÂÃをÄÅするには、
エマージェンシーパワーオフh�がqd�のop、`aÆをUPSから¿<する©.があります。

	�： ¶Ñでは、S&スイッチの��が(Vにkしく�されています: Harmonized document HD-384-48.
S1の｢·{の�_インストール、パート4： ,-�のためのe'、¸46�： |}およびスイッチ｣

REPOの²º

ワイヤーのh� ÈÉワイヤーサイズt¼ «¬されるワイヤーのサイズ

REPO 4–0.32 mm2 (12–22 AWG) 0.82 mm2 (18 AWG)

	�： UPSが³dして0/するためには、ピンは�いたままになっていなければいけません。 REPO
コネクタピンのwxがÒÓでUPSがシャットダウンしたbcは、REPO コネクタピンを¶N�け、
U0でUPSの�1をyれ、¶�0してください。 wxループ=l¹ºTは10  ohmです。

	�： d»の��6をpけるため、¼O��を*�する�には、
REPO,-のテストを&に�ってください。
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ジャンパーは、
インストールさ
れているbcに
は�り)します

� 16. REPOコネクタ

REPOスイッチの�り�け� ：

1 UPSの�1がオフになっており、)0�1から+°されていることをご�3ください。

2 �§キットからREPOコネクタを�り�します。

	�： REPOコネクタに�り�けられているジャンパーがないことをご�3ください。
ジャンパーが�り�けられているbcは、REPOポートにcdする�に�り)してください。
 t 16をご�sください。

3 REPOコネクタを、UPSの\�パネルFに「IN」と_�されているREPOポートにcdします。

	�： REPO,-を(#しているbc、UPSのd»のシャットダウンをGぐため、
cdに�する(Vの��を�3します。

• *��のUPSに「OUT」と_�されているREPOポートのÇ¹のピンは、Ô��のUPSの「IN」
と_�されているREPOポートのÇ¹のピンにcdしなければいけません。

• *��のUPSに「OUT」と_�されているREPOポートのÈ¹のピンは、Ô��のUPSの「IN」
と_�されているREPOポートのÈ¹のピンにcdしなければいけません。

4 オプション。 REPO,-を@のUPSに(#しているbcは、
*つのスイッチでシステム-%をシャットダウンすることができます。

2つ�のREPOコネクタを「OUT」と_�されているREPOポートにcdします。
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	�： @にcOしたbcは、cOと¬*にUPSからのACF�をq°しなければなりません。

5 0.75 mm2–0.5 mm2（18–20 AWG）の|}�2を�い、UPSのリヤパネルFにあるREPO
コネクタにスイッチまたはY?をcdします。

オプション。 REPO,-を@のUPSに(#しているbcは、「OUT」と_�されたREPOポートを、
�のUPSにある「IN」と_�されたREPOポートへcdします。 このUfを¿UPSに£りdします。
(#した=\のUPSにおいて、REPOコネクタ （ジャンパーなし）を「OUT」
と_�されたREPOポートへcdします。

6 )0にcdされたREPOスイッチがオフとなり、UPS�Tレセプタクルへ�TをwFしていな
いことをご�3ください。

7 P2cd»のbcは、�のセクションの「UPSyTP2」にrんでください。
それ()のbcは、 30ページの「UPS«��0」へrんでください。

UPS`a��

�
： ��¼のサービススタッフ（(�のËÌÍÎ=>など）
のみが、Ë�Ïの\り]けを うようにしてください。 £の��があります。

Dell ラインインタラクティブ/ラックP2cd»は、(VのX�を½たすÖ���Y?がr�です：

• 5600W/208V Ðのみ：wxおよび@�Ce',-を�する40A ニ¾q°`

• 5600W/230V Ðのみ：wxおよび@�Ce',-を�する32A
¶Ñ×±ニ¾q°`（¡アメリカ�は35A）

• e'��は、UPS�Tおよび���に、Ô¾+°��がr�です（t 17を�s）

• ブレーカーは、Ø�け/であり、�/ÙがÐ¿にアクセスできるb�に��されなければな
りません

• ¶Ñでは、ブレーカーは、IEC/EN 60934 \Gに*cし、=U3mmのcdÀsがなければなりません

• 200–240 Vac

• |Á

- 5600W/208V »は、Á� （�Á 120/240 Vac yTFでも��することができます）

- 5600W/230V »は、Á‐��	�

• 50/60 Hz

• <)�のあるJ§�£(（JÚな��およびeaのためにÂt）
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AC�1

Ø

Ô¾ブレ
ーカー

UPS

2

��

� 17. ブレーカーÑ�

UPSyTのP2� ：

1 UPSをcdする�Û	での)0�Tをオフにします。�Tがp-にwFされていないことを
�3します。

2 �_¼カバー（ネジ4�）を�り)し、À=します。

� 18. ÈÉÒカバーの\り�しOT

3 Greenlee®パンチなどを�って、yT��2(の�_¼カバーに¤を�けます。
¤のサイズは、3/4” または1” のIMC£2に×±しています。

4 �2(からyT��2を¢き�し、Y2 ft（0.5m）
ほどyT��2が�2(からD�するようにしてください。
<)�のあるJ§のcdJ¨を、£2の�に�り�けます。
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5 P2£yÜから�2(をyれ、�2(�§&をパネルに�り�けます。
¿ワイヤーのÃ�から0.5”（1.5 cm） の|}をはぎ�ります。

6 t 19および_ 1にZい、yT2およびアース2を�_¼に�り�けてください。

�_Å�

1 32

� 19. UPS`aÈÉÒ

) 1. UPS��ÓÔ

ワイヤーのh
�

ÈÉÕ�
UPSのワイヤーのh

�
ÈÉワイヤーサイズ 

t¼*
?め]けトルク

yT 1 yT�_

5.26–16 mm2

(10–6 AWG)
2.49 Nm (22 Ib in)2 L2/�� In

3 L1 In

* =Ýを��：

• 10 ��c�2�AWG、75°C u2=Ý

• 8 yT2および��2�AWG、75°C u2=Ý

7 �_¼カバーを�り)します。

8 �のセクションの「UPS«��0」へrみます。
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UPSのbc�d

UPSの�0� ：

1 �bバッテリーがcdされていることをご�3ください。

2 オプションの+�バッテリーモジュールがインストールされているbc、+�バッテリー
モジュールがUPSにcdされていることをご�3ください。

3 すべての��セグメントのブレーカーがオンのÅ�にあるか�3してください。

4 メインの�Tブレーカーのスイッチをyれます。

UPSの��パネルのディスプレイがVるくなります。 Dell の�0!�がUPS
ステータス�Y!�にxわります。 UPSの��パネルのディスプレーは、
	Äのスタンバイアイコンを�しています 。

5 UPSの��パネルにある ボタンをÅします。

�0がp¸すると、ステータスアイコンがUPS/0モードに\づいた*+なアイコンにxわ
ります_ 3（ 37ページのを�s）。

6 アクティブになっている�.や1uを�かめるには、UPSステータス�Y!�の ボタンを
Åします。 dける�に、/0�の�.を4Tしてください。
 NO TAGページの「トラブルシューティング」をご�sください。

/0�の�.がないbcは、「/0�の�.なし」と_�されたメッセージが_�されます。

7 UPSが%&に/0し、���Tがあることを�す「%&」アイコン が、UPSのステータス
�Y!�にjれていることをご�3ください（_ 3（ 37ページ）を�s）。

8 オプションの+�バッテリーモジュールが�り�けられているbcは、「+�バッテリー
モジュール�のUPSの�=� （ 52ページ）」をご�sください。

9 その!の�b��*�=のxÆは、 NO TAGページの「�/� 」をご�sください。

10 オプションのREPOを�り�けられているbcは、REPO,-テストを�ってください：

REPOの)0スイッチを��にします。
UPSのディスプレイのステータスがxわったことをご�3ください。

REPOの)0スイッチを0�にし、UPSを¶�0します。

	�： Dellでは、��および*�の�=をÂÞいたします。

	�： «�0では、UPSは、yTラインßÇ©（yTßÇ©�0
�は«�
�=では��になっています）にZい、システムßÇ©を�=します。
«�0\は、�TßÇ©�=をU0で¶び��にするまで、�0
�は0�です。
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	�： «�0で、yT�0
�は、«��=では��です。
(.の�0\は、�TXT�=がU0で¶び��にするまで、�0
�は0�です。

	�： �bバッテリーは、4 *�(�で90%のÐVまでª�されます。
ただし、Dellでは、�り�け\、あるいはv���しなかった\は、48 *�、バッテリーをª�する
ことをÂÞいたします。



32

 

| �/

Öq
この�には、(VのUPSの��� に�する��が�まれています：

• UPSの�0およびシャットダウン

• コントロールパネルおよび_�,-

• イベントログの:みgみ

• UPSのモード�の'�

• @��のbcの0/

• ��セグメント、バッテリー�=、および�0¶�0の�=

UPSの�dおよびシャットダウン

UPSの�0およびシャットダウンを�うには、(Vをご�sください：

•  32ページの「UPSの�0� 」

•  33ページの「バッテリーモードによるUPSの�0� 」

•  34ページの「UPSのシャットダウン」

UPSの�dOT

(Vの� でUPSを�0します：

1 UPSが)0�1にcdされているかご�3ください。

2 UPSがcdされている)0�1のスイッチをyれます。

UPSの��パネルのディスプレイがVるくなります。 Dell �0!�（ t 20（ 34ページ）
を�s）が、UPSステータス�Y!�にxわります。 UPSの��パネルのディスプレイが
「スタンドバイ」モードアイコンを_�します 。

3 UPSの��パネルにある ボタンをÅします。

�0がp¸すると、ステータスアイコンがUPS/0モードに\づいた*+なアイコンにxわ
ります_ 3（ 37ページのを�s）。

4
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4 コントロールパネルにある ボタンをÅし、/0�の�.や1uをご�3ください。
dける�に、/0�の�.を4Tしてください。 65ページの「トラブルシューティング」
をご�sください。

/0�の�.がないbcは、「/0�の�.なし」と_�されたメッセージが_�されます。

5 UPSが%&に/0し、���Tがあることを�す「%&」アイコン がUPSのステータス�
Y!�に_�されていることをお�かめください。

バッテリーモードでのUPSの�d

	�： この,-を��する�に、UPSを)0�Tによって/0させて、=U*Nは�Tを��にしておいて
ください。

	�： �0の9は、)0�Tはfàしません。

UPSをバッテリーモードで�0する� ：

1 UPSがブザーwをxらすまで、UPSの��パネルにある ボタンをÅします。

UPSの��パネルのディスプレイがVるくなり、UPSが�0を�Iします。

UPSは、スタンバイモードからバッテリーモードへ、ß�3にモードの'�を£りdします。
バッテリーモードアイコン がUPSステータス�Y!�に_�されます。
UPSが、お�いの,`に�TをwFします。

	�： ボタンを3È(FÅさないbc、UPSは��をwFしません。

2 /0�の�.や1uを�3するには、 ボタンをÅします。

)0�Tがないことを�す「UPSバッテリーモード」1uは0Fします。
dける�に、/0�の�.を4Tします。  NO TAGページの「トラブルシューティング」
をご�sください。 �.を4T\、r�であれば¶�0します。



34

 

| �/

および ボタンを3È�¬*にÅすことで、バッテリーのI0（�の�0で)0�Tをr�とする）
をGぐことができます。 バッテリー�0を0�にするには、 44ページの「バッテリー�0」
�=をご�sください。

UPSシャットダウン

(Vの� でUPSをシャットダウンします：

1 ��パネルにある ボタンを3È�Åします。

UPSがブザーをxらしIめます。 UPSがスタンバイモードにxわります。

	�： ボタンをÅし3È(�にEすことで、UPSを=«の�/µに´すことができます。

2 UPSがcdされている)0�1のスイッチを+ります。

)0�Tを+°すると、その\UPSは10È(�にp-にシャットダウンします。

コントロールパネルのh�

UPSには、ボタンを3つ·えたÉÊディスプレイがあり、2yのバックライトを�します。
�Gのバックライトは、zのËÌにÍのテキストで、ディスプレイをVるくするのに�われます。
UPSに��な�.があるbc、バックライトのテキストはÎいÏÐyにxわり、ËÌはÏÐyにx
わります。 t 20をご�sください。

� 20. Dell ラインインタラクティブ�ラックUPSコントロールパネル
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コントロールパネルには3つのボタンがあります：

• F�または\�へスクロール

• +>

• V�または��へスクロール

_ 2は、LCDコントロールボタンの,-を�しています。

) 2. コントロールボタンh�

コントロー
ルボタン

1Ø h�

1È�(�Åします �のメニューにスクロールバックまたはスクロールアップ
します。

1È�(FÅします コマンドをI0、または�=をxÆせずに、メニューの{
�をひとつ�´します。

1È�(�Åします xÆするメニュー、またはオプションを+>します。

1È�(FÅします Ñ|した�=をefします。

1È�(�Åします �のメニューオプションへスクロールフォワード、または
スクロールダウンします。

Ä�のボタンを3È�Åしま
す

�の0Tサイクルまで、**3にバッテリーの�0,-を
0�にします。 バッテリーI0が0�であることを�
すブザーが1È�xります。

3つのすべてのボタンを5È
�Åします

ショートカットを�い、«�}を~}に�=します。
ブザーwが1È�xり、�=が~}にxÆされたことを�し
ます。

オプションの+>� ：

1 �=をスクロールする9、jàの�=が¿+>で_�されます。

2 オプションを+>するには、 ボタンをÅしてから��します。

オプションのjàの�=は、+>された9に	Äします。

3 ���-なオプションに+りÒえるには、 または ボタンを�います。

4 Óしいオプションを�=するには、 ボタンを1È�(F¶NÅします。

オプションが	ÄをSします。
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��の9:

}+>は、ユーザー�=で+>することができます。���-な}��に�しましては、
_ 6（ 42ページ）をご�sください。

ディスプレイh�

UPSは、��パネルディスプレイにおいて、UPSや��ステータス、イベント、"=â、�@、�
=などのÚ�な��を?wします。

�dÙ@

�0�に、Dell ロゴ�0!�が5È�_�され、UPSステータス�Y!�にxわります。

15��ボタンがÅされず、ユーザーがその!の!�をロックしていないければ、
ディスプレイは�03にUPSステータス�Y!�に´ります。 ステータス�Y!�に´ったら、
ボタンを1È�(FÅし、メニュー+>へ´ります。 メインメニューからUPSステータス
を+>することで、ステータス�Y!�を�むUPSステータスメニュー!�のすべてをスクロー
ルすることができます。

Ù@のロック

!�をロックするには、 ボタンをÅします。
jàの_�がロックされ、�°*�\でも�03に«�!�に´りません。
!�がロックされている�、UPSステータス�Y!�のステータスアイコンのÇ¹にキーの�
が_�されます。 t 21をご�sください。

いずれかのボタンをÅすことで、1&のボタン,-に´り、!�のロックを4>し、ロックの�
がDえます。

� 21. Ù@のロック

¬*のリアルタイムによるデータÆÓがある!�のみが、ロック�-です。*�できる!�には、
ステータス�Y!�、"=!�、�./0!�、バッテリーステータス!�などがあります。
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UPSステータス

UPSの�1がオンになると、UPSステータス�Y!�が、�0!�にxわります。
をÅすと、UPSステータス�Y!�からメインメニュー+>の=«にrむことができます。

UPSステータスは、�々の!�で(Vの��を?wします：

• モードや��などのステータス�Y

• 1uや�.があるbcは、それらのステータス

• µやª�レベルなどのバッテリーステータス

UPSステータス�Y!�の®は、_ 3をご�sください。
¿ステータス�Y!�のF0È�にあるステータスアイコンは、UPSのステータスやモードをã
えます。

\�3な/0モードは(Vの1りです：

• %&モード

• バッテリーモード

• バイパスモード

• スタンバイモード

) 3. ステータス.ÚÙ@ 

ステータス.ÚÙ@ A


UPSの�Û&なB�

UPSが%oモードです。
ステータスアイコンおよびアイコンのËÌが	Äします。

バッテリーモード

ステータスアイコンおよびアイコンのËÌが	Äします。

�.w（0.5È�オン/4.5È�オフ）がxり、¬*にバッテリーモードに+り
Òわります。

)0�TがYÔしたら、バッテリーが¶ª�している�、UPSが「%&」モ
ード/0にxわります。

バイパスモード

スタティックバイパススイッチを1じて、UPSはバイパスモードで/0して
います。 ステータスアイコンおよびアイコンのËÌが	Äします。
バッテリーモードは��することができません。
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) 3. ステータス.ÚÙ@（ºく）

ステータス.ÚÙ@ A


UPS"#$��

ステータスアイコンおよびアイコンのËÌが	Äします。

ÜCバッテリーをG�、またはバッテリーが¿<

ステータスアイコンおよびアイコンのËÌがV0にあるバッテリー�の)
Õとäに	Äします。

UPSの�*&にqdする�


ステータスアイコンおよびアイコンのËÌが	Äします。

バッテリーテストステータス

UPSがバッテリーテストをLÖしています。

ÝÞモード

)0�TからUPSが%&モードで/0しています。
UPSがr�に±じバッテリーをvFし、ª�し、フィルター{�による�T
をwFし、���の,`をe'します。

スタンバイモード

UPSの�1がオフで、コンセントにcdされたままのbcは、UPSはスタンバ
イモードで、)0�Tがcdされた,`に�Tを?wします。
UPSは��に×±しませんが、コマンドによって��を³けることができる
µになります。
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1uや�.が/0�のbcのみ、1uおよび�.!�が_�されます。/0�の1uや�.は、
¿々@々の!�がfàします。/0�の1uや�.がないbcは、UPSステータス�Y!�およ
びバッテリーステータス!��の|@の!�に「/0�の�.なし」のメッセージが_�されま
す。�©の1uや�.があるbc、1uや�.の¿!�をスクロールし、=«のバッテリーステ
ータス!�にrみます。

	�： イベントはステータス�Y!�には_�されません。 イベントログでのみ_�されます。

_ 4は、���-なバッテリーステータス!�を�しています。*Yに��できるバッテリース
テータスは1つのみです。

) 4. バッテリーステータスÙ@

バッテリーステータスÙ@ A


バッテリーª�� バッテリーは、=�Cモードでª�されています。

バッテリー×0ª�� バッテリーは、=�Xモードでª�されています。

バッテリーå� バッテリーはcdされていますが、ª�、または��されていません。

（これは、%&なª�サイクルの*�です。）

バッテリー��� バッテリーが��しています。

バッテリーØcd バッテリーが+°されているため、��d�となっています。

ª�`��d� r がオフです。 �=メニューから、ª�`�=を�うことができます
（ 45ページを�s）。

イベントログ

イベントログは、=#50�のイベントを�	することができます。=ÓのイベントからIまるイ
ベント!�をスクロールすることができます。

	�： ��の�/は、}+>によってÙなります。

¿イベント!�の=«のæには、イベントが�7した��（ÚÚ/��/ÛÛÛÛ）および*�
（**：��：ÈÈ）が�まれます。2��のæには、イベントの�Rやコードが�まれます。
イベントの5Vは3��のæからIまり、4��のæまでdきます。V0のÈ�にあるイベント!
�は、2つの©çを_�します： イベントログのY©のÜHにdき、イベントログの�7fÝ。

イベントログがないbcは、イベント!�で、「イベントログなし」と_�されます。

47ページの「イベントログの:みgみ」をご�sください。
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ßt�à

"=#$!�は、(Vに�すÚ�な"=#$��を?wします：

• �TワットVA、�C、TÞ、�X、ßÇ©

• yT�XおよびßÇ©

• バッテリー�Xおよびª�ßみàÞ

• áfするâ*ヘッドルームワット©

• =lヘッドルームワット©（ピーク��の9に��をサポートするのに��できるáfワッ
ト©、ピーク��の��およびタイムスタンプを�む）

• =lD�ワット©（UPSのピーク�T��、ピーク��の��およびタイムスタンプを�む）

• jàのキロワット*D�V（@éの*�で�êされたUPSのキロワット*��）

• ã�キロワット*D�V（キロワット*Ü��V、=\のリセット(.の��およびタイム
スタンプを�む）
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コントロールÙ@

_ 5は、���-なコントロール!�を�しています。

) 5. コントロールÙ@

コントロールÙ@ A


バイパスへ'� UPSシステムが�0バイバスモードへ'�します。

「バイパスモードへ'�」コマンドを³けると¨ぐに!�にメッセージが5
È�_�されます： U0バイバスコマンド。
その\、オプションは「%&モードへ'�」にxわります。

「バイパスモードへ'�」コマンドを³けると¨ぐに!�に「%&モードコ
マンドWvßみ」メッセージが5È�_�されます。
その\、オプションは「バイパスモードへ'�」にxわります。

バッテリーテスト バッテリーテストのスケジュール： はい |  バッテリーテストの�りDし：
いいえ

バッテリーのU0テストをIめます。

 61ページの「バッテリーテストのL�� 」をご�sください。

リセットエラーµ �.をリセット： はい | いいえ

d�バッテリーを
�、またはDCバスOV/UVなど、ラッチされた�.をU
0でクリア。

d�バッテリー�.も/0�のbcは、バッテリーテストのステータスを
「テストØL�」にリセットします。

��セグメント ��セグメント 1： オン | オフ

��セグメント 2： オン | オフ

このオン/オフコマンドは、�0�I�)*�および�0バッテリー��シャ
ットダウン�=による�0��セグメントオン/オフ�Mを0�にします。
 49ページの「��セグメント�=」をご�sください。

«��=に´す «��=に´す： はい | いいえ

スタンバイモードでのみ���-。

«��=に´す� ：

• ユーザー�=できるEEPROM �=のすべてを、�b��*�=に´します

• eäのオン／オフコマンドをすべてリセットします

• イベントログをë>し、すべてのタイムスタンプをリセットします

• バッテリーテストステータスをリセットします

• �ì�°テストをL�します
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Dµ

�@!�は、(VのUPS��を_�します：

• ,�および»"

• &�

• シリアル�

• UPSファームウェア

• 1vファームウェア

• ネットワークマネージメントカードファームウェア

	�： ネットワークマネージメントカードがインストールされているbcのみ、
ネットワークマネージメントカードファームウェア!�が_�されます。
 Dell ネットワークマネージメントカード（ 56ページ）をご�sください。

�t

��することができるオプションのみが_�されます。

ユーザー�=は、«��=ではe'されていません。ユーザーパスワード�=を1じて、パスワ
ードを��にすることができます。

_ 6はユーザーがxÆできるオプションを_�しています。

) 6. �t 

A
 ��できる�t bc�t

}のxÆ [~}] [フランス}] [ドイツ}] [スペイン}]
[��}] [J%ç��}] [ロシア}] [��}]
[å%ç��}]

~}

ユーザーパスワード [��] [0�]

��のbc、«��=のパスワードはUSERです。

	�：�ったパスワードをyTすると、「パス
ワードが�います」というメッセージが_�さ
れます。 いずれかのボタンをÅし、
バスワード!�に´り、パスワードを¶NyT
します。

0�
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) 6. �t（ºく）

A
 bc�t��できる�t

��w [��] [0�]

	�：��wを0�にしたbc、¨ちにíæさ
れ、0Tサイクルの\でも、0�のままとなり
ます。
これは、ボタンÅすことで、��wが**3に
Dwになるミュート,-とはÙなりますが、Ó
しい�.が/0�になると、¶び��になりま
す。

��

��/*��= Ú、�、Û、*�、�、およびÈを�=します

��： ÚÚ/��/ÛÛÛÛ

*�： **：��：ÈÈ

	�：��の�/は、+>された}によって
Ùなります。

	�：*�は24*��/です。

01/01/2009

12:00:00

シリアルポートによる�Mコマ
ンド

[��] [0�]

��のbc、�Mコマンドは、シリアルポート、
USBポート、またはオプションカードを1じたコ
マンドです。

0�のbc、�=および���MコマンドがLCD
のみに��されます。

��

�T�X [�0
�] �0
�

[200V] [208V]

[220V] [230V] [240V]

�TßÇ© [50Hz] [60Hz] [�0
�] �0
�

@���.レベル [10%] [20%] [30%]...[100%]

100%のbc、UPSは��>100%で�T@���
.を�します。

	�：«��=により、�T@��レベル1は
100%に�=され、LCD�=メニューを1じて、
10%|Åで、10%から100%まで�=することが
できます。この,-によって、UPSが=^ÐV�
Oに�する�に、]sへ�.を�することがで
きます。

100%

�0�I�)*� [オフ] [0È] [1È] [2È]...[32767È]

 49ページの「��セグメント�=」をご�sく
ださい。

0È
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) 6. �t（ºく）

A
 bc�t��できる�t

�0バッテリー��シャットダ
ウン

[オフ] [0È] [1È] [2È]...[32767È]

 49ページの「��セグメント�=」をご�sく
ださい。

オフ

バッテリー���I [��] [0�]

	�：バッテリー���Iは«��=では0�
になっており、UPSが)0�Tから�TwFを³
け、スタンバイモードになるまで、0�のまま
になります。UPSがいったん)0�Tから�0す
ると、バッテリー���I,-が�03に��
になります。ユーザーがこれを�=した\は、
��のままになります。

��

バッテリーBYモード [0�] [10%] [20%] [30%]...[100%]

UPSがバッテリーモードで/0し、�T�Tが+
>したレベル(Vのbcは、UPSの�Tは5�(
�にオフになります。

0�

バッテリー��1u�)*� [0È] [1È] [2È]...[99È]

UPSがバッテリーの��を�Iした\、ç=のÈ©
�で、「UPSバッテリーモード」1uを�します。

0È

yTP2d¨c�. [��] [0�] 208Vでは0�、そ
の!では��

バイパス�XV�â ��の[-6%] [-7%]...[-20%]

"=されたバイパス�Xレベルが、���TX
T(-15%)(Vのbc、バイパス�/は、0�に
なります。

	�：バイパス���=は、バイバス�XV�
â�=を0�にします。

��の-15%

バイパス�XF�â ��の[+6%] [+7%]...[+20%]

"=されたバイパス�Xレベルが、���TX
T(+10%)(Fのbc、バイパス�/は、0�に
なります。

	�：バイパス���=は、バイバス�XF�
â�=を0�にします。

��の+10%
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) 6. �t（ºく）

A
 bc�t��できる�t

バイパス�� [&*] [なし] [バイパス0�]

&*のbcは、バイパス�/は(Vのbcに�
-となります：

• バイパス�X>バイバス�XV�âに�=さ
れたâ

• バイパス�X<バイバス�XF�âに�=さ
れたâ

• バイパスßÇ©>(��ßÇ© -3 Hz)

• バイパスßÇ©< (��ßÇ© +3 Hz)

• S¬�'0がS¬�'��に�=されたâに
よって0�になると、インバーターはバイパ
スと¬�ïします

「なし」のbc、バイパス�/は&に�-です；
XTおよびßÇ©��は��されません。

バイパスが0�のbc、バイパス�/は�さ
れています。

&*

+�バッテリーモジュール（+
�バッテリーモジュール）

[0] [1]

「+�バッテリーモジュール�のUPSの�り�け
� 」（ 52ページ）をご�sください。

0

ª�` [��] [0�]

��のbc、バッテリーは%&にª�されます。

0�のbc、バッテリーª�`の�1はオフに
なっています。

��

¶�0にr�なバッテリーª�
Þ（%）

[0%] [10%] [20%] [30%]...[100%]

��のbc、バッテリーª�ÐVが+>したレベ
ルに�すると、�03に¶�0します。0%に�
=されているbc、,-は0�となります。

0%

Uバッテリー�. [ð*] [2 �] [3 �] [5 �]

âを+>したbc、バックアップ�=*�V
（おおよそ）がバッテリー�にáっているbc、
Uバッテリー�.がI0します。

3 �

�0バッテリーテスト [��] [0�]

 53ページの「�0バッテリーテストのL�」を
ご�sください。

��



46

 

| �/

) 6. �t（ºく）

A
 bc�t��できる�t

=lD��Tリセット [いいえ] [はい]

「いいえ」のbc、L�されません。

「はい」のbc、=lD��Tâはë>され、
このèHâの��およびタイムスタンプは、j
àの��および*�に�=されます。

いいえ

ã�D�キロワット*リセット [いいえ] [はい]

「いいえ」のbc、L�されません。

「はい」のbc、ã�D�キロワット*のâはë
>され、このèHâの��およびタイムスタンプ
は、jàの��および*�に�=されます。

いいえ

=lヘッドルームワットリセッ
ト

[いいえ] [はい]

「いいえ」のbc、L�されません。

「はい」のbc、=lヘッドルームワットâはë
>され、このèHâの��およびタイムスタンプ
は、jàの��および*�に�=されます。

いいえ

イベントログë> 「イベント©ÜH」の\の©çは、jà
においてefしているイベントログのÜ
©を_�します。(　)ボタンを1È�(F
Åし、イベントカウントをゼロにリセッ
トし、�	をクリアにします。

—

ÉÊディスプレーのコントラス
ト

[-5], [-4], [-3], [-2], [-1], [+0], [+1], [+2], [+3], [+4],
[+5]

ÉÊディスプレーのコントラストは、-5
から+5まで/B�-です。このéòは、=l/
êéòであり、コントロールパネルの!ó_�
において、テキストとËÌにコントラストをÌ
えることができます。

[+0]

UPSのモード�のm 

»�の'�は�の1りです：

• %&モードからバイパスモードへの'�

• バイパスモードから%&モードへの'�
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ÝÞモードからバイパスモードへのm 

%&モードからバイパスモードへの'�� ：

1 を1È�(FÅし、メインメニュー+>を_�し、 ボタンを�ってコントロールメニュ
ーへスクロールダウンします。

2 ボタンをÅし、コントロールメニューを_�します。

3 「バイパスモードへ'�」を+>します。

!�Fのテキストが、「U0バイパスコマンドWvßみ」にxわります。
バイパスモードアイコン が	Äし、バイパスモードであることを�します。

バイパスモードからÝÞモードへのm 

バイパスモードから%&モードへの'�� ：

1 を1È�(FÅし、メインメニュー+>を_�し、 ボタンを�ってコントロールメニュ
ーへスクロールダウンします。

2 ボタンをÅし、コントロールメニューを_�します。

3 「%&モードへ'�」を+>します。

!�Fのテキストが、「%&コマンドWvßみ」にxわります。
%&モードアイコン が	Äし、%&モードであることを�します。

イベントログの�み!み

イベントログの:みgみ� ：

1 ボタンを1È�(FÅし、メインメニュー+>へrみ、イベント ログメニューへ を�っ
てスクロールダウンします。

2 ボタンをÅし、イベントログリストを_�します。

3 ボタン、または ボタンのどちらかを��し、_�されたイベントや1u、�.をスクロ
ールします。
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"#$のopのdq

UPSがどのように@��µに×{しているかに�する5Vにつきましては、_ 7をご�sください。

) 7. "#$における d

"#$� #$レベル ��aモード バッテリーモード

レベル1 100%から101% @���.、および��0
��×±

@���.、およびUバッテリーシ
ャットダウンレベルに�するまで�
�×±

レベル2 102%から110% @��およびレベル 2　@
���.、および��0�
�×±

12 È(�（±1È）、またはローバッ
テリーシャットダウンレベルに�す
るまで、ë%モードに'� 

レベル3 > 110% @��、レベル 2、および
レベル 3　@���.、お
よび��0��×±

300 ms から1 È(�に、
ë%モードへ'�
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#$セグメントの�t

��セグメントは、Dell UPS �Mソフトウェアや、Dell ネットワークマネージメントカード、
あるいはLCDディスプレーによって�Mすることができる*(のレセプタクルであり、お�いの
,`をfÝ%しくシャットダウンや�0を�います。®えば、S�の9、その!の,`の�1を
+っている�、,`の#な�ìを/0することができます。この,-によって、バッテリー�T
をefすることができます。

¿Dell ラインインタラクティブ/ラック»には、�=�-な��セグメントが2つあります。
��セグメントのb�については、 15ページの「UPS\�パネル」をご�sください。

パワーマネージメントソフトウェアで��セグメントを(�するbcは、パワーマネージメント
ソフトウェア�;5V�でk¯をご�3ください（=Ó��は、Software CD、
またはwww.dell.comを�s）。

ディスプレイ�で#$セグメントを�1

ディスプレイFで��セグメントを(�する� ：

1 を1È�(FÅし、メインメニュー+>を_�し、 ボタンを�ってコントロールメニュ
ーへスクロールダウンします。

2 ボタンをÅし、コントロールメニューを_�します。

3 ボタンを�って、��セグメントへスクロールします。

4 ボタンをÅします。

オプションのjàの�=は、+>された9に	Äします。

5 ボタンおよび ボタンを�って、¥¦の��セグメントを+>します。

6 ボタンを�って、¥¦の��セグメントをオンまたはオフに�=します。

7 ボタンを*È�(FÅし、�=します。

8 ��するbc、その!の��セグメントを�=します。

%d�áEâ��の�t

シャットダウンしたbc、)0�TがÔí\、(Vの� で、��セグメントが�03にオンに
なるよう�=することができます：

• ボタン

• �0¶�0オプションのある)0コマンド

• バッテリーd��Xµ

• �0バッテリー��シャットダウンコマンド
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¿��セグメントに×する¶�0�)*�を[=することができます：
ð*¶�0のbcは、ゼロÈを+>（0sは«��=â）、ç=の*�Íの\に�0するbcは、
1–32767Èを+>、あるいはオフを+>。

¿��セグメントに×する¶�0�)*�の�=� ：

1 ボタンを1È�(FÅし、メインメニュー+>へrみ、 ボタンを�って、�=メニュー
へスクロールダウンします。

2 ボタンをÅし、�=メニューを_�します。

3 ボタンを�って、�0�I�)*�へスクロールし、 ボタンをÅします。

オプションのjàの�=は、+>された9に	Äします。

4 ボタンおよび ボタンを�って、*つの��セグメントに×する¶�0�)*�を�=し
ます。

5 ボタンをÅし、�=します。

6 ��するbc、その!の��セグメントに×する¶�0�)*�を�=します。

7 ボタンをÅし、�=します。

	�： コントロールメニューによって��された��セグメントのオン/オフコマンドは、
��セグメントに×するユーザー�=を0�にします。

	�： 「オン」コマンドを¬*にÄ�のセグメントが³けると、
セグメント１とセグメント２を�じる*�には、�みgまれた�M3な１Èの*�Íがあります。
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%dバッテリーF�シャットダウン�t

オフ（«��=）に�=されているbc、 ボタン、)0コマンド、あるいはディスプレイ
（コントロール>��セグメント）がU0でコマンドを�すbcのみ、��セグメントはオフに
なります。

ゼロÈ（0s)に�=されているbcは、UPSバッテリーモードが��のbc、��セグメントは�
03にオフになります。

âを+>し、UPSがバッテリーモードで/0�のbc、+>した�)*�\、��セグメントは
�03にオフになりますが、�)*�に�する�に)0�TがÔíすると、シャットダウンはキ
ャンセルされます。

¿��セグメントに×するシャットダウン*�の�=� ：

1 ボタンを1È�(FÅし、メインメニュー+>へrみ、 ボタンを�って、�=メニュー
へスクロールダウンします。

2 ボタンをÅし、�=メニューを_�します。

3 ボタンを�って、�0バッテリー��シャットダウンオプションへスクロールし、 ボタ
ンをÅします。

オプションが_�され、+>すると、jàの�=が	Äします。

4 ボタン、または ボタンを�って、*つの��セグメントに×するシャットダウン�)*
�を�=します。

5 ボタンをÅし、�=します。

6 ��するbc、その!の��セグメントに×するシャットダウン�)*�を�=します。

7 ボタンをÅし、�=します。
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バッテリー�t

�0バッテリーテストや�0¶�0�=をL�するかどうかなど、�り�けた+�バッテリーモ
ジュール�のUPS�=を�います。

UVバッテリモジュール�UPSの�t UVバッテリーモジュール

UPSが+�バッテリーモジュールに�=されていないbc、UPSは、UPSの��パネルFやリモー
トソフトウェアへ、バッテリーáf*�を�.します。
îめのタイミングで、シャットダウン�.を³けるbcもあります。
パワーマネージメントソフトウェアを�って=lバッテリーランタイムを�かめるには、+�バ
ッテリーモジュールのUPS�=を�います：

1 ボタンを1È�(FÅし、メインメニュー+>へrみ、 ボタンを�って、�=メニュー
へスクロールダウンします。

2 ボタンをÅし、�=メニューを_�します。

3 ボタンを�って、+�バッテリーモジュールオプションへスクロールし、 ボタンをÅし
ます。

バッテリー©âが	ÄしIめます。

4 ボタン、および ボタンを�って、バッテリー©âを�=します。

�t �t

UPSのみ（�bバッテリー） 0（«��=）

UPS + 1 +�バッテリーモジュール 1

	�：ランタイムは、fàする��レベルや+�バッテリーモジュールが�=されているかに\づ
いて、�03に/êすることができます。

5 ボタンをÅし、�=します。
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%dバッテリーテストの  

«��=で��である�0��テストは、×0モードから�モードへの'��にL�されます。
テストがp¸したら、ª�サイクルが¶�0し、バッテリーをp-にª�し、その\%&に�モ
ードへとrみます。 �0テストはY3かÚに1YL�され、×0モードから�モードへ
の'�が3Y(Fあるまでは¶NL�されません。 U0バッテリーテストが��されたら、
�0バッテリーテストタイマーがリセットされるため、�の3ヶÚ�はL�されません。

�0バッテリーテストのL�� ：

• �0バッテリーテスト�=で、L�する�0バッテリーテストを��にしなければいけませ
ん。 （�のセクション「�0バッテリーテストの�=」をご�sください。）

• バッテリーをõ�にª�しなければいけません。

• UPSは、/0�の�.がなく、「%&」モードでなければいけません。

• ��は10%(Fでなければいけません。

%dバッテリーテストの�t

�0バッテリーテストの�=� ：

1 ボタンを1È�(FÅし、メインメニュー+>へrみ、 ボタンを�って、�=メニュー
へスクロールダウンします。

2 ボタンをÅし、�=メニューを_�します。

3 ボタンを�って、�0バッテリーテストオプションへスクロールし、 ボタンをÅします。

オプションが	ÄしIめます。

4 ボタン、または ボタンを�って、�0バッテリーテストを��、または0�にするか+
>します。

5 ボタンをÅし、�=します。

%du�dの�t

バッテリー�TのDEや、シャットダウンyTv、あるいは�0シャットダウンコマンドがÒ
Óで、�Tが+れた\、)0�TがÔïしたら、UPSは�03に¶�0します。

)0�TがÔïした9、「�0�I�)*�」�=を�って、¶�0�)*�Vに×し、��セ
グメントを�=することができます。  49ページの「��セグメント�=」をご�sください。
�=メニューから「¶�0にr�なバッテリーª�%」を�って、バッテリーª�レベルにZっ
てUPS¶�0を�=することもできます（ 45ページ�s）。
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UPSの2�h�
この�では、(Vの${について5Vします：

• 1vポート（RS-232およびUSB)

• Dell ネットワークマネージメントカード

• Dell UPS �Mソフトウェア

RS-232およびUSB&vポート

UPSとコンピューター�に1vを��するには、*+な1vケーブル（RS-232ケーブルは¬qされ
ていません）を��して、UPSの1vポートの*つへコンピューターをcdします。
1vポートのð�については、 15ページの「UPS\�パネル」をご�sください。

1vケーブルをcdすると、パワーマネージメントソフトウェアは、UPSを�ってデータをzIします。
�TW�のステータスにおけるk¯を�	するため、ソフトウェアがUPSをポーリングします。
�TwFにÙ&が�こったbcは、 ソフトウェアはすべてのデータをefし、
,`の�1をfÝ%しくシャットダウンするようãえます。

RS-2321vポートのケーブルピンは、t 22にç=されており、ピンの,-は、_ 8で5Vされて
います。

3

8 79

1

6

245

� 22. RS-232&vポート（DB-9コネクタ）

5
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) 8. RS-232&vポート　ピンäり4て

ピン シグナル¨ h� UPSによる��

1 Ø�� —

2 Tx )0��に�W アウト

3 Rx )0��から³v イン

4 Ø�� —

5 GND シグナルä1（シャーシにcd） —

6 Ø�� —

7 Ø�� —

8 Ø�� —

9 Ø�� —

	�：Ø��のピンは、すべての»において、�り�けられていないµになっていなければいけません。
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Dell ネットワークマネージメントカード （オプション）

Dell ラインインタラクティブ/ラックUPSには、1vベイが*つあり、オプションのDell
ネットワークマネージメントカードに×±しています。1vベイのb�については、t 23をご
�sください。

1vカードを��する�に、UPSをシャットダウンするr�はありません。

1 2つのネジでÀ=されたスロットカバーを�り)します。 ネジをÀ=します。

2 1vカードをスロットへ®yします。

3 À=ネジで1vカードをÀ=します。

� 23. Dell ネットワークマネージメントカード

Dell ネットワークマネージメントカードによる�Mコマンドの0�ïの� のk¯は、
 43ページの「シリアルポート�=による�Mコマンド」をご�sください。

k¯については、Dell ネットワークマネージメントカード　ユーザーガイドをご�sください。
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Dell UPS yzソフトウェア

¿Dell ラインインタラクティブ/ラックUPSには、Dell UPS �Mソフトウェアが¬qされています。

Dell UPS �Mソフトウェアは、UPS�Tおよびシステムデータや�T�?の=Ó!óを_�します。
また、��なS�などのイベントをp-に�	し、��なUPS��や�TwF��について1uします。
S�*にDell ラインインタラクティブ/ラックUPSバッテリーの�TがUVしたbc、
UPSがシャットダウンされる�に、ソフトウェアが�03にコンピュータシステムをシャットダウンし、
コンピューターのデータをaります。

ソフトウェアによる�Mコマンドの0�ïの� のk¯は、 43ページの「シリアルポート�=に
よる�Mコマンドのユーザー�=」をご�sください。
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UPSのメンテナンス
この�では(VのL�� を5Vしています：

• UPSおよびバッテリーのUyれ

• UPSの'0

• UPSおよびバッテリーのe(� 

• バッテリーのテスト� 

• UPSファームウェアのÆÓ

UPSおよびバッテリーの|`れ

=*な¦Gê·には、UPSßCをきれいにし、ほこりのないµにしておいてください。
ßCがほこりがkいbcは、システムの)¹をñ>,でòñしてください。
バッテリーö÷をeつため、¢lが25°C (77°F)のµでUPSをe(してください。

	�： UPS�のバッテリーのó�Û©は、3–5Ûとされています。���Nや¢lによって、
ó�Û©はÙなります。¦ôされているó�Û©(F��した�Hは、ランタイムが¾�にkËす
ることがあります。,`が=l�Þで/0するよう、バッテリーは=U5 Ûに1N、zIしてくださ
い。

UPSのmd

	�： '0する�に、UPSの�bバッテリーの�1を+°してください。

	�： #$のæGは、バッテリーや©.とされる���の	�に-し て
çDのあるスタッフが うか、çDのあるスタッフが6する©.があります。
®�を¯けていないスタッフをバッテリーに7°らせないようにしてください。

UPSを'0するr�があるbcは、,`を'0する�に、バッテリーの�1を+°しなければい
けません（�り)すr�はありません）：

1 UPSの�1がオフになっており、)0�1から+°されていることをご�3ください。

2 キャビネットの��を��の�に¾け、UPSを,=した�らなb�に�きます。

6
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3 UPSのフロントカバーを�り)します（t 24を�s）。

� 24. UPSのフロントカバーの\り�しOT

4 �bバッテリーのコネクタを)します（t 25を�s）。

� 25. �8バッテリーのコネクタの\り�しOT
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5 UPSのフロントカバーを�り)します（t 26を�s）。

� 26. UPSのフロントカバーの\り�しOT

UPSおよび}の~�OT

UPSをv��e(するbcは、6 ヵÚõにUPSを)0�1にcdしバッテリーの¶ª�を�ってくだ
さい。 バッテリーは、Y4 *�で、90%のÐVまでª�されます。ただし、v��のe(\は、
バッテリーを48*�ª�することをÂÞいたします。

�W��ボールのラベルに�^された�Hの¶ª��をご�3ください。��が�@し、�Hを
¶ª�していないbcは、UPSのご��はお�えください。]sサービス��aへお]いcわせ
ください。

バッテリーの���c

ステータス�Y!�に、「バッテリー��」�.や、(dする��ブザーとäにUPSë%アイコ
ンが_�されたら、バッテリーのzIがr�です。 Óしいバッテリーのご�öは、
]sサービス��aへお]いcわせください。

	�： ユーザーによるzI�-な�H,-があるため、
UPSの�1を+ったり��を+°せずにJ|に�HをzIすることができます。
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バッテリーのテスト

バッテリーテストのL�� ：

• バッテリーをõ�にª�しなければいけません。

• UPSは、/0�の�.がなく、「%&」モードでなければいけません。

• ��は10%(Fでなければいけません。

バッテリーテストのL�� ：

1 バッテリーのª�を�うには、=U48*�UPSを)0�1にcdしてください。

2 を1È�Åし、メインメニュー+>を_�し、 ボタンを�ってコントロールメニューへ
スクロールダウンします。

3 ボタンをÅし、コントロールメニューを_�します。

4 ボタンをÅし、「バッテリーテスト」オプションへスクロールします。

5 ボタンをÅし、バッテリーテストを�Iします。

バッテリーテスト�は、UPSはバッテリーモードにxわり、�«¦ôのランタイムの25%のバ
ッテリーを��します。ステータス!�は、「バッテリーテストL�」およびテストがp¸
した%を_�します。テストがp¸すると、UPSステータス!�に#$が_�されます。

UPSファームウェアの:�

=Ó÷のUPSファームウェアにÆÓするbcは 、www.dell.comでアップデート��をご�3ください。
=Ó÷のファームウェアやインストール�の5V�をダウンロード することができます。
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ÓÔ
この�では、(VのO.について5Vしています：

• »�_

• ù および�V

• yTおよび�T�X

• W�e'および,-�

• バッテリー

• UPSブロックt

) 9. UPSÐè)

208VÐ 230VÐ

UPS Ðè 5600R LI （H955N）、5600W 5600R LI （J731N）、5600W

UVバッテリーモジュ
ール

5600R +�バッテリーモジュール（K812N）、216 Vdc/30A

) 10. éTおよび�4

UPS Ðè UVバッテリーモジュールÐè

UPSéT
（ê�Hさ�ë ）

 438.0�171.5�801.4 mm
(17.2”�6.8”�31.5”)

 438.0�127.0�735.0 mm
(17.2”�5.0”�29.0”)

ラックユニットサイズ 4U 3U

�4 72.0 kg (158.7 lb) 65.0 kg (143.0 lb)

) 11. `a'

208VÐ 230VÐ

t¼' 200–208V 220–240V

t¼'íî 200–208V �0
� 160–286V �0
�

t¼ïðñ 50／60 Hz �0
�、 ±3 Hz

òó（ÝÞモード） >96%

ノイズフィルタリング フルタイムEMI/RFIフィルタリング

²º P2cd

7
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) 12. �a'

208VÐ 230VÐ

aレベル（(õ`a
�でのt¼  ）

5600W 5600W

'9díî（ÝÞモ
ード）

=^�Xの-6％から6％

	�：�0
�yT�Xや]sによる�=によってxわります。

'9díî
（バッテリーモード）、
t¼' ｱ5%

=^�Xの-6％から6％

	�：�0
�yT�Xや]sによる�=によってxわります。

'ðö %øÇ

�aレセプタクル (2) NEMA L6-30R, 30A

(4) IEC 320-C19, 20A

(4) IEC 320-C19; IEC�16A、   UL�20A

(6) IEC 320-C13; IEC�10A、   UL�15A

) 13. ��~Jおよび���

208VÐ 230VÐ

Öq� 1,500メートル(V： 0°C から 40°C (32°F から 104°F); UL
��ßみ　25°C (77°F)

1,500メートル(F： 0°C から35°C (32°F から95°F)

KL／~�� -15°C から 60°C (5°F から 140°F)

÷øù 0–5% #Dなし

ÖqH =#ùe3,048メートル （0–10,000 ft）(V

2Nノイズ オンラインモード/バイパスモード（��75%(V）で55 dBA (V、¢�lN 

ファンO UPSがスタンバイモードまたは��がないbcオフ

UjN： ��が<80%(Fのbc

��が>80%、またはUPSがバッテリーモードのbcに#j

サージúy ANSI/IEEE C62.41; 1991 カテゴリーB3

��<p UL 1778 ¸4÷;
CSA C22.2, No. 107.3

UL 1778 4th Edition; CSA C22.2,
No. 107.3; IEC/EN 62040-1-1;

IEC/EN 60950-1

��マーク UL, cUL, VCCI UL, cUL, CE, GS, GOST, BSMI, S-MARK,
KC, NRCS, C-tick, CQC

EMC (クラスA) FCC ¸15�、ICES-003, VCCI IEC/EN 62040-2; EN 55022/CISPR 22;
ICES-003; CNS14757-2;

AS/NZS 62040.2;
FCC Part 15; KN22; GB7260.2;

EN 55024/CISPR 24
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) 14. バッテリー

�t 5600W: (18) 216V, 7.2 Ah �0バッテリ; (18) 216V, 7.2 Ah
+�バッテリーモジュール

バッテリーのûP CSB GP1272 7.2 Ah or YUASA NP7-12 7Ah

' 5600W: 216 Vdc �0、216 Vdc/30A +�バッテリーモジュール

ヒューズ UPS： (2) 30A ヒューズ

+�バッテリーモジュール: (2) 30A ヒューズ

ûP û�»、メンテナンスd�、ú�M/、���H

ý ��ラインで、90%の���-ÐVまでY4*�。�Mの�TwF��なし

モニタリング «�のd¨c
uおよび�.の#Nなモニタリング

バッテリーランタイム* 5600W�ûバッテリー: 5.5100%��で �/50%��で17 �

5600W+�バッテリーモジュールが1��§：
19100%��で �/50%��で45 �

*パッテリーランタイムは、おおよその*�であり、���=やバッテリーª�によってÙなります。

バッテ
リー

DC/DC

yT
フィルター

�T
フィルター

パイパス

ª�`

DC/AC
インバータ

AC/DC
ブースト

�T

yT

DCバス

� 27. 5600Wラインインタラクティブ�UPSブロック�
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トラブルシューティング
Dell ラインインタラクティブ/ラックUPSは、óü�の#い�0�/をL�するよう�Hされており、
/0に9&する�-�のある]!が7じたbcに、いつでも�.を�します。コントロールパネルが
_�する�.は1&、 �T�Tが9&を³けていることをtýしません。ユーザーに�.する
ための¦Gアラームです。�.ブザーとともに、�.および1uが/0します。

�
の)�OTおよび��

コントロールパネルは、(Vの2つのメインメニューからトラブルシューティング��を_�し
ます：

• UPSステータスメニュー：/0�の�.のすべてを_�

• イベントログメニュー：/0�および4Tßみの�.を�む、50�の=Óイベントを_�

UPSステータスメニュー

UPSステータスメニューから、(Vのトラブルシューティング��の!�を_�することができ
ます：

• ステータス.ÚÙ@：ステータス�Y!�は、モードおよび��に�する��を_�します。
�lな�.があるbc、ステータス�Y!�は、%&µであるzのËÌにÍのテキストの!
�から、ÏÐyのËÌにÎいÏÐyのテキストの!�にxわります。

• &ç、または�
Ù@：¿アクティブ1u、または�.に×し、�@の!�がjれます。
アクティブ�.や1uがないbcは、ディスプレーは「アクティブ�.なし」と_�されます。

• バッテリーステータスÙ@：バッテリーステータス!�は、バッテリーª�モードや、バッ
テリーがª�されたパーセンテージ、fàする��レベルでのランタイムを_�します。

	�： �.がアクティブの9、ユーザーが!�のロックを��にしていなければ、
コントロールパネルは�03にアクティブ�.を_�します。

8
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UPSステータスメニュー!�を�ったトラブルシューティング��の_�� ：

1 ボタンを*È�(FÅし、UPSステータスメニュー!�へrみます。

2 ボタンをÅし、UPSステータス�Y!�を_�します。

3 ボタンをÅし、1uおよび�.!�を_�します。

UPSステータス�Y!�が、����を?wします。ステータスアイコンが、UPS/0モー
ドを�します（_ 3（ 37ページ）を�s）。

4 ボタンを�い、1uおよび�.!�をスクロールします。

5 すべての�.をスクロールした\、 ボタンをÅし、バッテリーステータス!�を_�します。

イベントログメニュー

イベントログメニューから、イベントや1u、�.など、Óしいイベントからþいイベントのf
で_�された=Óの50�のイベントを_�することができます。

イベントは、「*��=p¸」などステータス��としてイベントログに�	された�µで
す。 イベントは×{するr�がありません。

1uおよび�.は、イベントが�7した9の�	であり、��するbc、ë>された9の�	です。

• アクティブ1uなどの1uは、イベントログに�	されます。「UPSパッテリーモード」な
どのアクティブ1uは、°d3なビープwによってユーザーにuらせます。1uは1&、×
{するr�はありません。

• アクティブ�.などの�.は、イベントログに�	されます。アクティブ�.は、°d3な
ビープwによってユーザーにuらせます。「�T@��」や「ヒートシンクlN@A」など
がその®です。 /0�の�.を4Tするr�があります。

UPSステータスメニューが«��=によって_�されます。イベントログメニューによるトラブ
ルシューティング��の_�� ：

1 ボタンを1È�Åし、メインメニュー+>へrみ、イベント ログメニューへ を�ってス
クロールダウンします。

2 ボタンをクリックし、イベントログリストを_�します。

3 ボタン、または ボタンを�って、_�されたイベントや1u、�.をスクロールします。
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�*&な�
および��

_ 15は、*�3な�.およびµを�しています。

) 15. �*&な�
および�� 

�
または�� 2��のあるþ� ��

UPSは¦ôされたバックア
ップ*�を_�しません。

バッテリーのª�または��
がr�です。

)0�Tを�い、バッテリーを、48 *�、
ª�してください。µüがxわらないbc
は、]sサービス��aまでご(xくださ
い。

UPS�Tレセプタクルには
�Tはありません。

UPSがスタンドバイ・モード
になっています。

��パネルがUPSステータス�Y!�を_
�するまで、オン/オフボタンをÅし、cd
された,`に�TをwFしてください。

UPSが�0しません。
（ LCDがオフ。）

�1がcdされていません。 �1のcdをご�3ください。
また、バッテリーが)0�1にcdされて
いるかご�3ください。

UPSは%&に/0するが、
e'している,`のいくつ
か、またはすべての�1が
yりません。

,`が%しくUPSにcdされ
ていません。

,`がUPSレセプタクルにcdされている
かご�3ください。
また、��セグメントがオンになっている
かご�3ください。

バッテリーテストがL�し
ない、または�°してしま
した。

 53ページの「�0バッテリー
テストのL�」に�^されて
いるµの*つがfàしてい
ません。

µüを4Tし、テストを¶NL�してくだ
さい。

UPSがバイパスモードに'
�しません。

バイパスのユティリティが�
�ではありません。

バイパスのユティリティをご�3ください。
UPSは、d,=、あるいは�XUVµのバ
イパス)0�Tを³けています。

バイパスモードを��するこ
とができません。

バイパス�=が%しく�=されているかご
�3ください。
42ページの「�=」をご�3ください。

UPSバイパスモード

（1u 169）

³d3な��w

UPSがバイパスモードによっ
て/0しています。

,`がバイパスの)0�Tへ'�しました。
バッテリーモードは��d�となり、,`は
e'されませんが、)0�Tは¢きdき³0
3にUPSによってフィルター{�されます。
(Vの�.の*つをご�3ください：
lN@A、@��、またはUPSë%。

U0バイパスモード

（1u 143）

°d3な��w

UPSはU0でバイパスモード
へ'�するよう�/され、コ
マンドが�るまで、バイパス
モードのままになります。

なし。
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) 15. �*&な�
および��（ºく）

�
または�� ��2��のあるþ�

バッテリーØcd

（1u 199）

³d3な��w

UPSが�bバッテリーを3�
していません。

µüがxわらないbcは、]sサービス�
�aまでご(xください。

バッテリーの�Xが、この
UPSで6=されるバッテリー
+°レベル(Vです。
これは、ヒューズý°、�þ
3なバッテリーcd、あるい
はバッテリーケーブルがcd
されていないことがÒÓであ
る�-�があります。

すべてのバッテリーが%しくcdされてい
るかご�3ください。µüがxわらないb
cは、]sサービス��aまでご(xくだ
さい。

Uバッテリー�.

（1u 56）

³d3な��w

バッテリーáf*�やバッテ
リーÐVが、UPSに=められ
たUバッテリー�.レベル(
Vです。

この�.はおおよその©çです。
シャットダウンまでのL9の*�は、UPS
の��や+�バッテリーモジュール（+�
バッテリーモジュール）�0によってÙな
ります。

シャットダウン{��I

（1u 55）

³d3な��w

UPSが��に/0をSする
µになったため、)0�T
がÔíしなければ、�Mの1
uなく、)0��への1vが
Sします。

バッテリーáf*�がゼロに�した9、�.
が�されます。すべてのcd��は、すでに
スムースにシャットダウンしています。

バッテリーテストm�

（1u 191）

°d3な��w

=\のバッテリーテスト�に
、DEしたバッテリーを
�
しました。

これは�.1uです。Dellでは、バッテリー
をすぐにzIすることをÂÞいたします。

サービスバッテリー

（1u 149）

³d3な��w

d�バッテリーを
�したた
め、ª�`を��することは
できません。

]sサービス��aへお]いcわせくださ
い。

ユティリティがfàしませ
ん

（1u 59）

°d3な��w

ユティリティレベルが「ユー
ティリティがfàしません」
\G	(V（*�3には<25
～50V）にVがっています。

��に×±するbc、バッテリーモードへ
'�します。��に×±していないbc、
�1が+れます。

バイパス��d�

（1u 105）

ユティリティが、UPSに=め
られたバイパス�O)です。

バイパス�=をご�3ください。
 42ページの「�=」をご�3ください。

yTAC@�X

（1u 6）

°d3な��w

��XTが、=l/0éòを
Aえています。

��に×±しているbc、UPSはバッテリ
ー��に'�します。



69

 

トラブルシューティング |

) 15. �*&な�
および��（ºく）

�
または�� ��2��のあるþ�

yTAC�Xd�

（1u 7）

°d3な��w

��XTが、=Ý/0éò(
Vです。

��に×±しているbc、UPSはバッテリ
ー��に'�します。

yT@／d�ßÇ©

（1u 8）

°d3な��w

��ßÇ©が、���-なß
Ç©éò)です。

��に×±しているbc、UPSはバッテリ
ー��に'�します。

yTP2に]!があります

（1u 194）

³d3な��w

×��Xと�Ï�XのÍが
>15Vの9、�.が�せられま
す。

;^ある�_`<aにyTP2を%しく¨
してもらってください。UPSが��2でP
2されていないbc、「サイトd¨c」が
�=メニューで0�になっていなければい
けません（ 42ページを�s）。

リモートエマージェンシー
パワーオフ

（1u 12）

³d3な��w

UPSの\0にある)0cOが
、REPO�/�に�=されてお
り、/0しています。

UPSは��の�1を+り、スタンバイモー
ドにyります。k¯については、 25ページ
の「リモートエマージェンシーパワーオフ
の�り�け� 」をご�sください。

�T@��

（1u 25）

³d3な��w

��レベルが、レベル1の@
��µに×し、�=�-な
�Oâであるか、�OâをA
えています。

UPSは、この��レベルで、いつまでも�
�をサポートすることができます。

��が�=	の5%(VにUVすると、�.
がクリアされます。

�T@��レベル2

（1u 159）

³d3な��w

��レベルが、UPS=^の
>101%および<110%です。

UPSから,`のいくつかを�り)します。
UPSは³dして/0しますが、2�(�にë
%モードに'�します。

��が�=	の5%(VにUVすると、�.
がクリアされます。

�T@��レベル3

（1u 162）

³d3な��w

��が、UPS=^の>110%で
す。

UPSから,`のいくつかを�り)します。
UPSは³dして/0しますが、300 msから1
È(�に、ë%モードに'�します。

��が�=	の5%(VにUVすると、�.
がクリアされます。

バッテリーDC@�X

（1u 68）

³d3な��w

バッテリーの�Xレベルが=
l�Ð�OをAえています。

�の0Tサイクルまで、UPSはª�`の�
1を+ります。]sサービス��aへお]
いcわせください。

ª�`d¨c

（1u 34）

³d3な��w

バッテリーのª�`のë%が

�されました。

�の0Tサイクルまで、UPSはª�`の�
1を+ります。]sサービス��aへお]
いcわせください。
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) 15. �*&な�
および��（ºく）

�
または�� ��2��のあるþ�

インバータAC�Xd�

（1u 1）

³d3な��w

UPSがÙ&なインバーター�X
d�レベルを
�しました。

��をサポートしているbcは、UPSはバ
イパスモードへxわります。

êC��yT@�C

（1u 26）

³d3な��w

UPSはêC���C�OをAえ
ていることを
�しました。

��に×±しているbc、UPSはバッテリ
ーモードに'�します。

インバータ�T@�C

（1u 27）

³d3な��w

UPSはインバータ�T�Oを
Aえていることを
�しまし
た。

��をサポートしているbcは、UPSはバ
イパスモードへxわります。

DCリンク@�X

（1u 28）

³d3な��w

リンク、またはレールの�X
が、F�âをAえています。

��に×±しているbc、UPSはバッテリ
ーモードに'�します。

êC��d¨c

（1u 30）

³d3な��w

バイパスモードまたはコンバ
ータモードからYÔ�に、
UPSがêC��に%oを
�
しました。

]sサービス��aへお]いcわせくださ
い。

インバータの%o

（1u 31）

³d3な��w

バイパスモード、またはコン
バータモードからYÔ�に、
UPSがインバータY?に%o
を
�しました。

]sサービス��aへお]いcわせくださ
い。

ヒートシンクlN@A

（�. 73）

³d3な��w

UPSが、ヒートシンクの*つ
が、=l6=0/lNをAえ
ていることを
�しました。
ファンのë%の�-�があり
ます。

���-であれば、UPSがバイパスモード
へ'�します。

バイパスモードがd�-、UPSに�1がy
っている、あるいはUPSがスタンバイモー
ドのbcは、UPSはë%モードに'�しま
す。

ファンがY�し、UPSFの1_�がふさが
っていないことをご�3ください。

=#lNに�すると、UPSはシャットダウ
ンします。

�÷3 EEPROM d¨c

（1u 53）

³d3な��w

��のë%、あるいはd*+
なフラッシュのアップグレー
ドがÒÓで、EEPROM
データが56しています。

]sサービス��aへお]いcわせくださ
い。
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) 15. �*&な�
および��（ºく）

�
または�� ��2��のあるþ�

�Twx

（1u 58）

³d3な��w

UPSは、�TにおけるÙ&な
Uインピーダンスを
�し、
�Twxと�°しています。

UPSが%&モードのbc、���-であれ
ばUPSはバイパスモードへxわり、それ(
)のbcは、3~5ラインサイクル\、UPS
はシャットダウンします。

UPSがバッテリーモードのbc、3～5ライ
ンサイクル\、UPSはシャットダウンしま
す。

ファンë%

（1u 193）

³d3な��w

UPSは、1つまたは�©のファ
ンが*+に/0していないこ
とを
�しました。

これは�.のみです。¨ちに]sサービス
��aへ(xし、��を�り>いてくださ
い。

�7+の�+OT

コントロールパネルのいずれのボタンをÅし、��wをDwします。�.のµを�3し、*+
な�0をL�し、µを4Tします。 Óたな�.が/0したbc、��wが¶び��になり、
�Yの��wのミュート,-を0�にします。
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